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ウクライナ石炭事情

■地域情報
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へ電力供給を行っている。操業人員
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することができた。

　インドネシアの現場では、自然発熱防止剤を1 ～ 2 %に

希釈し、粉砕及び船積みの工程で石炭に対して100 ppmが

散布されている。

（5） 講演題： 石炭運送の国際規則と安全運送対策

 講演者： 海上技術安全研究所

  国際連携センター長　太田　進　氏

　低品位炭の船舶輸送における危険性は、主にメタンの放

出と自己発熱の2つの要素を考える必要がある。メタンを

放出する石炭は、船倉内が爆発性の雰囲気になることを避

けるため、便宜、通風する必要があり、不十分であった場

出と自栗
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だまだ先になりそうである。基本的に圧力差が必要になる

ので、発電所の排ガスの場合は圧力差をつける必要があり、

その分の動力が必要となる。

（2）実証プロジェクト動向

　実証プロジェクトのセッションでは、Shell-C_L4ｷl葅に結 ス結 ロ56

ンッション
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「JCOAL Journal」は石炭分野の技術革新を目指す（一財）石炭エネルギーセンターが発行する情報誌です。
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